
１－５　回転運動

・等速円運動
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円軌道上を一定の速さで動く運動

加速度の向き　＝＞　中心へ

＊）進行方向に常に直角な一定の力

（向心力）＝＞　等速円運動

・円運動の例

①ユーコン飛行機（一般には非等速） ②人工衛星（一般には楕円）

向心力：
地球の重力

向心力：
糸の張力

③磁場の中の荷電粒子（一般には螺旋）
ローレンツ力

電子：-1

向心力：
ローレンツ力

＝＞　速度に応じて
磁場から受ける

＊）ローレンツ力の発生
＝＞　電磁誘導

・等速円運動と向心力の関係
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等速円運動を決める要素

＝＞　速さｖ，半径ｒ

加速度も速さと半径で表現できる

加速度ａ＝ｖ2／ｒ



＊）加速度ａを速さｖと半径ｒで表す

角速度ω：中心から見て物体の方向が変化する速度（度／秒，ラジアン／秒）

例）時計の秒針の角速度は？

＝＞　360（度）／60（秒）＝６［度／秒］

＝＞　2π（ラジアン）／60（秒）＝0.052［ラジアン／秒］

Δｔが小さければ、その間に変化する角度ω・Δｔも小さい

＝＞　３角形ＯＡＢと３角形Ｏ’Ａ’Ｂ’は相似

ＡＢ／ＯＡ＝Ａ’Ｂ’／Ｏ’Ａ’

＜＝＞　ｖ・Δｔ／ｒ＝Δｖ／ｖ

＜＝＞　Δｖ＝ｖ2・Δｔ／ｒ
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＊）ちなみに角速度ωをｖとｒで表すと

円運動の周期＝（円周）／（速さ）＝2πｒ／ｖ　より

ω＝2π（ラジアン）／（2πｒ／ｖ）（秒）

　＝ｖ／ｒ

ｖ＝ｒω　と憶えよう

加速度と力の関係式　＝＞　ｍａ＝Ｆ：運動方程式

ｍ（ｖ2／ｒ）＝Ｆｃ
向心力：Ｆｃ

向心力Ｆｃに円運動を生じさせる力の式を当てはめれば、どんな円運動が可能かわかる



例１）ユーコン飛行機

半径ｒ　＝＞　糸の長さＬに固定

速さｖ　＝＞　コントロールできる

向心力　＝＞　糸の張力Ｔ（糸が切れるまで強くできる：＜Ｔｂ）

ｍ（ｖ2／Ｌ）＝Ｔ

ｍ：飛行機の質量

v
T cL

m

糸が切れるので、速さの上限がある

例２）人工衛星

半径ｒ　＝＞　自由

速さｖ　＝＞　自由

向心力　＝＞　地球の引力（万有引力）＝G
mM

r2

ｍ：人工衛星の質量，Ｍ：地球の質量，
Ｇ：重力定数（＝6.672×10-11　N・m2・kg-2）

ｍ（ｖ2／ｒ）＝G
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　または　ｒ＝ＧＭ／ｖ2

軌道の半径と速さは一つの組み合わせになっている

軌道を決める　＝＞　速さが決まる

速さを決める　＝＞　軌道が決まる

軌道が大きくなると速さはゆっくりになる


